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編集後記

　今回，松井先生追悼，二つの特集など暑い9月の
熱いぶ厚い号です．遊星人史上最アツ? (幹事関口)
　特集「宇宙防災：科学と工学の新たな展開」です
が，最近プラネタリーディフェンスが急激に注目を浴
びるようになってきたために，この特集を企画しまし
た．天体の地球衝突というようなことは，少し前ま
ではまさに杞憂であって，まともな科学者が扱う問
題ではないという雰囲気でしたが，現在，地球接近
天体の発見個数は35,000個を超え，隕石の予報も
できるようになりました．2022年9月にはNASAの
DARTがディモルフォスの軌道を変更する実験に成
功し，今年の10月には，ESAのHeraが打ち上げら
れてそこに向かいます．2029年4月13日の金曜日( ! )
には，直径340mものアポフィスが静止衛星の距離よ
りも近いところを通過します．プラネタリーディフェン
スは，杞憂から新しい科学や技術の進展に寄与する

ものに転換しつつあると言ってよいでしょう． (ゲスト
エディター吉川真)
　特集「若い惑星および周惑星円盤�衛星形成研究
最前線」はいかがでしたでしょうか? 本特集は次号
12月号にも継続するので，合わせてご覧頂き，惑星�
衛星形成研究の進展を感じて頂ければ幸いです．本
特集は2022年2月，2023年6月にオンラインで開催さ
れた周惑星円盤�衛星形成に関する研究会がきっか
けとなっており，研究会中の議論の盛り上がりも踏ま
えこの分野の進展を改めて認識した野津が，研究会
主催者の橋本氏�青山氏に話を持ちかけた事で企画
がスタートしました．周惑星円盤の観測研究は今後
ますます進展が期待されています．それらの研究と
従来太陽系科学分野を中心に研究が進んできた衛
星形成研究が交わる事で，新たな研究領域が切り開
かれる事にも期待したいと思います．(編集委員野津)


